
 

 

「今月の一冊 ～わたしのすきな絵本～」（２月） 

 

 

 

『おかあさんだいすきだよ』 

 

 

                

 

 

  

みやにし たつや 作・ 絵 ／金の星社 刊 

対象：幼児からから高齢者まで 

 

矢祭町長 佐川 正一郎 

矢祭町子ども読書の街づくり推進委員会委員長 

＜ご紹介者＞ 

わたしのすきな絵本 

 

 一年で一番寒い季節になりました。体を大切にし

てください。 

 2 月にご紹介する絵本は、“おかあさんだいすき

だよ”です。 

子育てする中で、親として誰もが経験するストー

リーが描かれています。親の期待や心配の表れが子

どもたちに伝わらないことが沢山あります。 

子どもたちの行動を理解し認めることや、大事な

ところで褒めることも大切です。 

 正月に豊田佐吉伝の“やらまいか”を読みました。 

“やってやろう”という意味です。トヨタグループ

の創始者で、蒸気で動く織機を日本で始めて発明し

た人です。 

周囲から変人扱いされ、理解されない中、佐吉を

励まし続けた母の姿が愛しいです。 

「佐吉よ、直してくれて、ありがとう。」 

偉人に母あり。 

内容のご紹介 

おかあさんね あなたが ずっと ずっと ずーっと だいすきだよ。 

ぼくはお母さんが大好きだけど、お母さんは「早くしなさい」「ぐずぐずしないで」「何回言えばわ

かるの」って、ぼくをしかってばかり。優しくしてくれたら、もっと好きなのに。子どもの気持ちに寄

り添った子育て応援絵本。            （紹介文：金の星社／矢祭もったいない図書館） 


